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生活に活気・学習に意欲・行動に責任

  

 

 

宮城県村田高等学校 

宮城県柴田郡村田町大字金谷１ 

http://murata-h.myswan.ne.jp 

 

2 月 1 日、NPO カタリバ主催の
「マイプロ宮城サミット」に、コン
ピュータ部１名が参加しました。
４校１グループで、それぞれの企
画について発表し合った後、大学
生や企業の方とも意見交換をしま
した。さらに先日、予選を突破し、
全国大会への出場を決めました。 

心 ２年佐藤真唯 落ち着き ２年岩原芽生 奇跡はおきる 村上ももか 光 ２年佐藤柚季 ひまわり ２年成松愛空 

展翅 ３年村上蒼來 Dream 3 年小野愛美香 

 
県内の多くの作品が集まる県展に私たち美術部は作品を出品し、展示を行い 

ました。多様な表現の作品が集まり、技法や表現方法の違いだけでなく、作者
一人一人の考えや思いが作品に表れていることを強く感じることができまし
た。完成度の高い作品を間近で鑑賞でき、自分の作品を見直すきっかけにもな
り美術に対する意識がより高まりました。 県展への出品を通して、自分の作品
を見直すとともに、自分自身の成長にも繋がりました。また、他の作品から多
くの刺激をうけ視野を広げる貴重な経験になりました。 
 

12 月 23 日、EO North Japan 主催の
ブートキャンプに、コンピュータ部 2 名
が参加しました。宮城の起業家５名の経
験談を聞いたり、他校の生徒とワークシ
ョップを行い、自分たちの企画「スクタ
ク」について発表したりという活動をし
ました。たくさんの刺激を受け、今後に
つながる良い経験となりました。 

 

3     

        3 年小野 愛美香 

 
宮城県高等学校美術展覧会

 

卒業おめでとうございます。皆さんがこの三年間で積み重ねてきた努力と成長を、心から誇りに
思います。悩みながらも前へ進もうとする姿は、とても頼もしいものでした。これから歩む道は一
人ひとり異なりますが、自分を信じ、学び続ける姿勢を大切にしてください。皆さんの未来が明る
く実り多いものとなるよう、心より応援しています。    学年主任 戸村 祐太 
 

 転出された先生より彼方のメッセージ 
 

 

http://murata-h.myswan.ne.jp/
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宮城県内の工業高校と地域企業が連携し、ものづくり
人材を育成する事業のことです。１月２２日（木）に歴史
資料博物館で報告会が行われ、実践成果及び実施上の課
題を共有する機会となりました。本校は、蛍光灯を LED
に交換し作業環境改善に関する報告を行い 

ました。私は、成果報告以外 

全体の司会進行も担当し、出 

席された方々よりお褒めの言 

葉をいただき、何事にも積極 

的に挑戦することの大切さを 

実感しました。３年渡邉一椰 

社会福祉基礎（福祉系列以外）「移動の介護（車椅子）」 

   

  

 

 

 

 

みやぎクラフトマン２１ 

学校評価アンケート ご協力ありがとうございました 

車椅子を自分で操作してみて普段歩 
いているときとの横幅と視線の高さの 
違いについて気付くことができました。 
目線が低いといろいろな物が障害物に 
見えて、怖かったです。車椅子を介助 
していて何度も障害物や壁にぶつかり 
そうになりました。また、避けようと 
思ってもぶつかってしまって車椅子の 
介助の難しさを体験することができま 
した。狭い道や人混みの中で、車椅子 
を使用する方はとても大変だと感じることができました。車椅子を
安全に介助できるようになりたいと思いました。 

 
生活支援技術Ⅱ「全身清拭」 

 本日、生活支援技術の最後の授業を行い
ました。全身清拭では、お湯の温度が冷め
ないように素早く行動することを心掛けま
した。身体を清拭するときは強くこすりす
ぎないように注意し、利用者さんの身体が
露出しないようにプライバシーに配慮しな
がら取り組むことができました。利用者さ
んとのコミュニケーションを大切にし、配
慮を忘れな 
い介護を 
今後も大 
切にして 
いきたい 
です。 

 

 

今回のローン・クレジット・金融トラブルの講
義を聴いて思ったことは、お金を投資することは
意外と大切なんだと思いました。自分も勉強をし
て投資をして大きい利益を得てみたいです。他に
も金融トラブルのことも改めて理解することがで
きました。最近は、詐欺が多いので気を付けてい
きたいです。今回の学習では、金融のことやトラ
ブルなどのことを深く学ぶことができました。学
習したことを今後の生活で使っていきたいです。     

 

 

 ２年 吾妻源太 

2 年ＶＲゴーグル体験 情報処理 

 

シティズンシップ（主権者）教育 

 
参加した生徒が自分の地域で抱える問

題を考えたところ、子供に寄り添った町
づくりをあまりしていない。交通手段が
少ない。高校生が遊べる場所がない。ま
た、独身が多いことや、少子高齢化の問
題、孤独死する人が多いなどたくさんあ
ると感じます。また、世界に目を向けると
地球温暖化の問題、 
世界で起きている 
紛争問題など今の 
幸せで当たり前な 
日常があたりまえ 
でなくなる恐怖も 
感じました。 

３年 
加茂徠愛 

 
情報処理の授業で VR ゴーグルを体験しまし

た。正直、最初はどんなものか想像がつきませ
んでしたが、つけた瞬間に景色が広がり、とて
も驚きました。上下左右を見渡せて、本当にそ
の場にいるような 
感覚になり、とても 
楽しかったです。 
情報技術のすごさを 
身近に感じることが 
できた貴重な体験で 
した。 

模擬選挙 ２年 鈴木星愛 

 

生徒肯定票 保護者肯定票 教職員肯定票

1 94.4% 98.4% 100.0%
2 88.2% 91.1% 94.9%
3 89.6% 94.3% 94.9%
4 93.8% 100.0%
5 95.1% 88.6% 87.1%
6 91.0% 90.3% 100.0%
7 94.4% 87.8% 89.8%
8 93.8% 93.5% 92.3%
9 93.1% 92.7% 94.8%
10 90.3% 96.3% 97.5%
11 81.3% 74.8% 25.7%
12 92.4% 89.5% 89.7%
13 87.5% 94.5% 94.9%
14 84.7% 87.0% 64.1%
15 95.9% 81.3% 100.0%
16 92.3% 85.4% 84.6%
17 74.4% 81.3% 71.8%

18 86.8% 76.4% 89.8%

19 84.0% 86.9% 89.8%

20 88.7% 89.7%

21 94.4% 96.7%

質　問　項　目

学校として、スクールポリシーに基づいた教育課程が編成・実施されている
生徒の意欲を引き出し、学力を身に付けられるような授業が行われている
生徒の興味や関心に応じた多様な選択科目が用意されている

ＰＴＡ活動は活発に行われている

事務室の方々は親切丁寧で各種証明書等の発行もスムーズである

生徒に対して、教員やカウンセラーが必要な時に相談に応じる体制ができている
学校として、部活動は活発に行われている
学校として、生徒会活動は活発に行われている
生徒にとって、有意義な学校行事がある
学校として、地域や伝統などに根ざした特色ある学校づくりに取り組んでいる
生徒に対して、災害・非常時の避難方法や連絡方法は伝えられている
保護者に対して、学校便りなどによって学校の情報は適切に伝えられている
校舎やグラウンドなどの施設や設備は整備されている

学校として、いじめの問題に対する取組方針が保護者と共有されている

生徒にとって、学校生活は充実している

生徒にとってわかりやすい授業をするための工夫をしている
生徒に対して、挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている
学校では交通安全を心がける取組が行われている
情報モラル教育が十分に行われている
生徒に対して、進路目標の明確化に向けた適切な指導が行われている
「総合的な探究の時間」や「産業社会と人間」の授業を通して自己理解教育の推進に取り組んでいる

２年次 

金融教育出前講座 

今日は、模擬選挙についてお話を聞きま
した。私は、受付をしました。実際にみんな
が並んで順番にひとり一人投票しました。 
 模擬選挙の体験は、選挙や政治に対する
理解を深める貴重な機会だと思いました。 
 難しいと思っていた選挙が身近に感じる
ことができて選挙の仕組みが分かり一票の
大切さを知るこ 
とができたし、 
日本の未来を変 
えるために投票 
が重要だと強く 
感じ責任を持っ 
て投票したいと 
思いました。 

年度末に向けて、本校では相変わらず精力的な教育活動が行われており、村高生も校内外で大活躍。コンピュータ部、美術部の活躍
はもとより、外部講師を招いての校内研修活動でも、真剣に学びを深めようとする村高生の姿が輝いていました。１、２年次が参加し
た主権者教育では、吉野作造記念館の氏家仁館長が講師を務めてくださりました。（我が敬愛する氏家先生、本当にありがとうござい
ました。）イギリスの劇作家・シェイクスピアのたまわく、「終わりよければ全て良し。」卒業式、高校入試、修業式、離任式・・・と、
大切な学校行事が立て込む３月が目の前に迫ってきました。慌ただしい年度末を充実させるためには、健康管理が最重要！皆さん、ど
うぞ感染症対策を万全にして、さらには花粉症対策も怠ることなくお過ごしください。           校長 安斎善和 

百花繚乱～村高生、校内外で大活躍！


